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大阪市立大学 大阪教育大学　　　　 和歌山大学 積水ハウス株式会社

文部科学省科学技術人材育成費補助事業 ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）

金川 めぐみ教授 リケジョ推進の取り組み

女性研究者によるリレーインタビュー

テーマ：女性研究者のリーダー育成

女性研究者のリーダー像とは

女性研究者のリーダー育成のためのご活動は？

金澤先生　大阪市立大学生活科学研究科のご出身ということで、進路選択について伺い
たいのですが。

岡本学長　唯一、有機化学は好きだったので、染色や染料に興味をもつようになり、家
から通え、染色に関係した学部のある広島県立女子大学(現、県立広島大学)に入りまし
た。大阪市立大学大学院に進みました。
もう一つ志望した理由として、高校時代の先生に、「化学は好きだけど、他の分野は好き
ではないので、この大学に進みたい」と伝えたら、「それはいいね」と一言、言われまし
た。自分のことをよく知ってくださっている人に、太鼓判を押してもらったので、これでい
いんだ、という思いになりました。
大学時代、卒論の指導をいただく先生に、染色の研究がしたいと伝えたら、大学3年生
の夏、京都にある田中直染料店に紹介状を書いてくださり、夏休み1ヵ月間、そこの研究
室でお世話になりました。今思えばインターシップ的なことをしていたのだと思います。
植物染料も布も洗剤も自由に使っていいよと言われる環境に身を置きました。自由に材
料を使って、失敗するもありましたが、なぜ失敗したかを当時の研究室室長が教えてくだ
さいました。それやっちゃだめとか言われずに、失敗することを受けとめてくださった。そ
こで研究の楽しさを味わい、大学院に進みたいという思いが生まれました。
ドクターの3回生が終わろうとするときに、大阪教育大学で募集をしているという話があ
り、4月には大阪教育大学の助手に採用してもらいました。学位がとれないまま、大阪教
育大学に就職し、8年後にようやく学位がとれました。

金澤先生　いろんな出会いがあり、要所要所でそれぞれが、他の人だったらできないよ
うなアドバイスをされていると感じました。でも、そこに至るには、自身の好奇心、こう研
究したいというのが明確だったからこそ、的確にアドバイスを積極的にできる環境があっ
たのだと思います。

岡本学長　先生になった時には、しっかりと自分と関わりのある後輩、学生も含めて
「しっかりと見る」ということが大切だと思います。
「見る」というのは、その個人の可能性を第三者として見つけることができることです。メ

ンティになる方は、きちんと自分から相談
をしていくこと。何十年も前の私の学生の
頃からすると、当時より今は随分環境的に
整ってきている。でも、それを情報として
知っておかないとそこにつながらない。仕
組みが情報として共有できるということが
必要と思いますね。

金澤先生 比較的早く大学運営の方に
携わられているということを知り、メン
ターのような、そういう制度があるん
じゃないかなと推測しています。学長な
いし、副学長との関係とか、引っ張ってく
ださったり、背中を押してくださる関係
があったのではないかと思うのですが、
実際に、学長職につかれた時のことを具
体的にお話いただけますでしょうか。
岡本学長　これも人のつながりから始まっています。若いころ、自主的な勉強会に参加を
していた時期がありました。異分野で集まって自分の好きな領域の話をする。専門はわ
からないけども、話をしてくれたことに関して、いろんな角度から、話を盛り上げていこう
というような会で、早くから異分野の方と色々お話ができる環境にありました。
1代、2代、3代前の学長はその時の勉強仲間でした。3代前の学長の時に、まずは施設マネ
ジメントの学長補佐をやってみないかと勧められたのが、大学の運営に関わらせていただ
くスタートです。少しずつ大学運営の勉強も重ねてきました。なので、つながりといいうこと
や、異分野、学会活動とは、全く別な活動を学内でするというのは、若かろうと、中堅にな
ろうと大切だと思います。女性の場合はひっこみがちですよね。育ててくださった先輩、先
生方が女性だからという考えがなくて、一緒に引っ張り上げてくださるタイプの方々だった
ので、先輩が偉大なのかもしれません。

金澤先生　そういうことが大事ですよね。非常に多様な方がおられ、多様性がすごく生か
せるような雰囲気の中で信頼関係とか、人間関係とか培っておられただろうと感じます。
今度はご苦労された話も伺ってみたいのですが。

岡本学長　困難だったこととかっていうのは、「準備ができていないものを突然仕事とし
てしなきゃいけなくなった時」は大変でしたが、それは仕組みの中で、誰でも初めてのこ
とはあるわけです。サポートする体制を組織して、 チームのような形で切り抜けていくこ
とはできるのだと、同時に経験的に知ることができました。

金澤先生　いいチーム、サポート体制が作られていて、それが脈 と々受け継がれているよ
うに感じます。これから重点的に取り組もうとしていることがあれば、ぜひ教えていただ
きたいと思います。

岡本学長　4月に着任するにあたり、まずは年代層のバランスがいいような組織を作るべ
く、男女関係なくできるだけ若い方、そして女性、部局のバランスを考えながら、体制を考
えました。また、次世代にも育っていただき、できるだけ多くの方に様々な経験をしていた
だきたいので、可能な範囲で、入れ替わりながら、経験を広く積んでいただく機会を作っ
ていきたいと考えています。

金澤先生　最後の質問になるのですが、今後特に教育大学として、社会に期待される役
割というのをどのように受け止めておられているのかということについて、お伺いしたい
と思います。

岡本学長　教育大学として、「教員養成フラグシップ大学」に今年度から指定されまし
た。3つの取り組み構想の中に、ダイバーシティ教育を入れていて、これは全学必修で、
教育大で学んだ学生は教員になろうと、企業に就職しようと、このダイバーシティの考え
方を基本（教養）として学ぶ人材を育てていこうと考えています。
シラバスでも今年度からダイバーシティの観点に配慮した授業作りの項目があり、教員
も学生も全員、本学の授業に対する考え方を共有する取り組みを始めています。

天王寺キャンパスに、令和6年4月、大阪市教育委員会と本学とで共同した建物が完成い
たします。下半分が本学の建物で、6階から上半分が、大阪市教育委員会が移転します。
この建物にオールジェンダートイレを設置予定です。

金澤先生　長時間本当にいろいろなことをお伺いさせていただきました。今後も様々な
形で連携させていただきたいと思います。本日はどうもありがとうございました。

2022年４月、岡本幾子先生が大阪教育大学学長
にご就任されました。そこで、岡本新学長ご自身
の研究活動やキャリアパス、就任から現在までの
大学運営や今後のビジョンなどについて、お話を
伺いました。

特 集

岡本　幾子（おかもと　いくこ）
現職：国立大学法人大阪教育大学学長（2022.4～）。
県立広島女子大学家政学部被服学科卒。
大阪市立大学大学院生活科学研究科後期博士課程単位取得満期退学。
学術博士。

和歌山大学　学長補佐
男女共同参画推進室長、経済学部教授

金川　めぐみ

女性研究者へのメッセージ
をお願います。

　自分だけで頑張る、というのではなく、常に
「つながり」を大事にしていただきたいです。研
究・教育・学内運営・対外的な活動、いずれにお
いても、困難なことこそ一人で解決できるわけで
はありません。そして特に女性研究者同士でのつ
ながりから、様々な助力やヒントが得られること
が多いと、自身の研究人生からも思います。長期
的な視野での人脈やネットワークのつながりを大
切にしていきましょう。

　学会活動や学内外での交流を通じ、魅力的な女性研究者の方々に出会ってきまし
た。その中でも私が目指すリーダー像のおひとりとして、古橋エツ子花園大学名誉教
授を挙げさせていただきます。スウェーデンの社会保障を研究されておられる先生で
すが、ご自身の研究のみならず、女性研究者の地位向上にも積極的に関わられたアク
ティブで魅力的な先生です。後進の女性研究者についても常に気にかけてくださる限
りない優しさも併せ持たれています。先生の活動そのものに刺激と影響を大いに受け
ています。

　本学でのリーダー育成の活動の中から、特に2点ご紹介します。1点目は、男女共同参画
推進室のHPより「和歌山大学の女性教員によるミニ講義」を公開し、女性教員の研究活
動を周知しています。理系・文系の女性研究者の研究への取り組みや研究職を選んだ理由
などの質問コーナーも盛り込んだ動画です。女性研究者の様々なロールモデルを動画から
学ぶことができるものです。2点目は、本学システム工学部で行われている理系女子（リ
ケジョ）推進の取り組みです。学年や専攻を超えて、タテとヨコのつながりをつくること
をめざした取り組みを通じて、理系へ進学する女性の増加を通じ、理系分野でのリーダー
育成のための活動を進めています。

11月

12月

1月

岡本幾子国立大学法人大阪教育大学学長

金澤先生

wako



活動報告活動報告

代表者（所属 職名） 研究課題 共同研究者（所属 職名）

　女性研究者の研究力向上を目指し、外部資金（科研費）獲得に向けたセミナーを行いました。本
年度も新型コロナウィルス感染拡大防止のため、Zoomにて開催し、合計100名が受講しました。講
師には今年度もロバスト・ジャパン株式会社を迎え、より具体的な研究計画調書作成に関するレク
チャーを受けました。加えて、良い事例、悪い事例を踏まえ、文系理系それぞれに適した建設的な戦
略の立て方など、獲得を見越した実践的なワークに取り組みました。また、個別支援として、ロバス
ト・ジャパン株式会社によるオンライン面談を実施しました。

　南近畿女性研究者支援ネットワーク参加機関の皆様が一堂に会し、
意見交換を行いました。昨年8月から大阪商工会議所が加盟し、産学
連携を一層進めています。会議では、3本の柱である、「ダイバーシティ
研究環境整備」・「研究力向上・リーダー育成」・「上位職登用促進」に
ついて各機関の取り組みを共有しました。

　和歌山大学主催による「ＤＶ・デートＤＶと大学での支援体制」を開催しました。ダイバーシ
ティ連携機関に加え、南近畿女性研究者支援ネットワーク（11大学・機関）が共催し、Zoom
を使ったオンデマンド研修に９３名が参加しました。
講師には、ＤＶ加害者プログラム・ＮＯＶＯ（ノボ）運営者の伊田広行氏をお招きし、「デート

ＤＶへの予防教育の重要性――ダイバーシティの理解と絡めて」と題して講演いただきました。
伊田先生からは、ダイバーシティ（多様性）の理解において、多数派（＝普通）が少数派（＝違
いを持つ人）を別の「例外」として「理解」「認める」「包摂する」のではなく、「皆がそれぞれ
異なっている」視点で連続的にとらえる認識や態度の変革が必要であると説明がありました。
カップルだから一緒（同意）が当たり前という「スクランブルエッグ」的発想から、恋人や家族
や親友でも一人一人は別 と々いう「２つのゆで卵」という、違いを尊重するシングル単位の考え
方の説明があり、多くの受講者の共感を得ていました。その後、ニュース等では報じられること
の少ない実際の被害事例の被害者と加害者の感情と行動について解説があり、参加者から
は、予防教育や大学での関わり（フォロー体制）が重要だが、これをどのように取り組むかが
課題との意見もあり、関心の高さを示す感想が寄せられました。

文部科学省補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」2022年度　連携型共同研究助成　採択者一覧

菅原 真弓
文学研究科 教授

研究力向上のための

第3回 南近畿女性研究者支援ネットワーク会議開催

今年度は18件の課題が採択されました！

2022年度
連携型共同研究助成採択課題が

決定しました！

大阪公立大学…9件  大阪教育大学…5件  和歌山大学…2件  積水ハウス株式会社…1件  帝塚山大学…1件 

大阪公立大学

大阪教育大学

和歌山大学

積水ハウス株式会社

帝塚山大学
鍋島 美奈子
西村 真実
木村 均
吉住 優子

大阪公立大学 工学研究科 教授
帝塚山大学 教育学部 准教授
帝塚山大学 現代生活学部 准教授
帝塚山大学 現代生活学部 研究員

杉田 菜穂
木野村 昭彦
秋山　寿美江
服部　正子
津江　大志
国吉　真夕

大阪公立大学 経済学研究科 教授
積水ハウス株式会社 住生活研究所 スペシャリスト
積水ハウス株式会社 住生活研究所 スペシャリスト
積水ハウス株式会社 住生活研究所 スペシャリスト
積水ハウス株式会社 住生活研究所 社員
積水ハウス株式会社 住生活研究所 社員

木川剛志
増田聡

和歌山大学 観光学部 教授
大阪公立大学 文学研究科 教授

名波 哲 大阪公立大学 理学研究科 准教授

松岡 秀人 大阪公立大学 理学研究科／研究基盤共用センター
特任准教授

碓田 智子
米澤 千昌
小池 志保子

大阪教育大学 教育学部 教授
大阪教育大学 教育学部 特任講師
大阪公立大学 理学研究科 准教授

菅 道子
山﨑 由可里
沼田 里衣

和歌山大学 教育学部 教授
和歌山大学 教育学部 教授
大阪公立大学 文学研究科 准教授

田村知子
田中滿公子
岡田和子
佃千春
木原俊行
陸奥田維彦
島田希

大阪教育大学 連合教職実践研究科 教授
大阪教育大学 連合教職実践研究科 特任教授
大阪教育大学 連合教職実践研究科 特任教授
大阪教育大学 学務部教務課 特命職員
大阪教育大学 連合教職実践研究科 教授
大阪教育大学 連合教職実践研究科 特任教授
大阪公立大学 文学研究科 准教授

大岩本 幸次 大阪公立大学 文学研究科 教授

青木 宏子
高橋 暁生

加藤可奈衛

大阪教育大学 教育学部 非常勤講師
積水ハウス株式会社
ESG経営推進本部 美術館事業室 絹谷幸二天空美術館研究員
大阪教育大学 教育学部 教授

佐久間　敦史
齋藤　直子

大阪教育大学 地域連携・教育推進センター 准教授
大阪教育大学 地域連携・教育推進センター 特任准教授

早見 直美
西川　章江
横山　久代
鵜川　重和

大阪公立大学 生活科学研究科 講師
大阪教育大学 教育学部 准教授
大阪公立大学 都市健康・スポーツ研究センター 教授
大阪公立大学 生活科学研究科 准教授

矢嶋摂子
門晋平

和歌山大学 システム工学部 教授
和歌山大学 システム工学部 助教

横山 久代
本宮 暢子
山崎 祐子
鉄口 宗弘

大阪公立大学都市健康・スポーツ研究センター 教授
大阪公立大学 生活科学研究科 特任教授
大阪公立大学 医学研究科 講師
大阪教育大学 教育学部 教授

荒木 良一
竹田 恵美

和歌山大学 教育学部 准教授
大阪公立大学 理学研究科 准教授

林 聡子 和歌山大学 システム工学部 准教授

深澤 優子
住濱 水季

谷口 七重

大阪教育大学 教育学部 准教授
岐阜大学 教育学部 准教授／大阪大学 核物理研究センター
特任准教授
高エネルギー加速器研究機構 素粒子原子核研究所 助教

藤田和史
立見淳哉

和歌山大学 経済学部 准教授
大阪公立大学 経営学研究科 教授

連携機関（大阪公立大学・大阪教育大学・和歌山大学・積水ハウス株式会社）における
女性研究者の研究力向上や南近畿の研究ネットワークの拡大を図るため、女性研究者PI
（共同研究代表者）による共同研究に対して、研究費の助成を実施しています。

連携型共同研究助成とは・・・

岩崎 昌子
理学研究科 准教授

藤井 律子
人工光合成研究センター 准教授

三枝 栄子
理学研究科 講師

出口 美輪子
生活科学研究科 特任助教

小関　珠音
都市経営研究科 准教授

吉田　朋子
人工光合成研究センター 教授

福村 智恵
生活科学研究科 准教授

玉城　明子
文学研究科 特任講師

機械学習を用いた物理学実験シミュレーターの基礎開発

光の波長に応答した光合成アンテナ超複合体の形成挙
動の解明
高いエネルギー効率を可能にする発光性ランタノイド
錯体の合成

パラアスリートへのオーダーメイド型栄養サポートを
可能にするエネルギー消費量の推定方法の確立

工業地域の再生と「豊穣化の経済」ー場所の記憶、ツ
ーリズム、コミュニティー、エコシステム
XAFS測定システムの構築と反応中の人工光合成光触媒
その場分析

島嶼における訪花昆虫相シフトは蜜分泌特性の分化をも
たらすのか；形態変異と蜜分泌の相対成長解明

外国人留学生向け日本文化体験プログラムの支援活動を
通じた大学生の生活文化理解に関する研究

コロナ禍のカリキュラムマネジメントにおける学校の個別
性とそれを支える教育委員会の指導・助言・援助

半導体結晶にトラップされた電子・正孔スピンの空間分布
解析

住まいにおける子どものオンライン学習に関する研究

保育施設の室内環境に関する研究
―線路沿いに立地する保育施設の事例―

中国の筆法から学ぶ書写・書道教材開発の試み

ウェブ教材を用いた美術教育実践データの収集と検証
ー美術鑑賞活動の行動観記録をもとにした経験の共有を
中心にー

特別支援学校音楽科における「即興表現」のための教材
開発：音楽に付随するエンカレッジな機能に着目して

地域連携食育ネットワークにおけるICTを活用した児童
生徒の食育プログラムの実施と評価XAFS測定システム
の構築と反応中の人工光合成光触媒その場分析

阪和地域の「文化資源」発掘と検証、記録に関する研究

すべての子どもの学力保障に向けての方策
ー大阪の同和教育・人権教育の実践資料分析を通してー

岡崎 純子
教育学部 教授

西川 章江
 教育学部 准教授

田中真秀
連合教職実践研究科 准教授

出野 文莉
教育学部 准教授

渡邉 美香
教育学部 准教授

秋元 郁子
システム工学部 准教授

上野 智子
教育学部 准教授

山﨑　美波
住生活研究所 社員

辻川 ひとみ
現代生活学部 教授

令和4年度　和歌山大学ダイバーシティ研修
「DV・デートＤＶと大学での支援体制」

外部資金獲得セミナー
2022年7月5日（火）オンライン開催　　　　　　　　

2022年7月27日（水）オンライン開催　　　　　　　　　　

2022年9月6日（火）Zoom開催　　　　　　　　　　　　

構成団体
(順不同）

大阪公立大学・大阪教育大学・和歌山大学・積水ハウス株式会社・奈良女子大学・幾央大学
奈良先端科学技術大学院大学・奈良県立大学・帝塚山大学・南大阪地域大学コンソーシアム・大阪商工会議所




